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Recently， a necessity of improving urban space for the foreigner 
has been noted in Fukui. In addition， considering the coming era 
with full of the internationalization， it is an urgent proble皿 to
consider the behaviour of the foreigner in urban space. 
This report designates several require.ents and relevant 
schemes for activation of the behaviour of the foreigner through 
the questionnaire survey. Then， as the basis for the formation 
of urban space， some considerations are investigated. 
1.はじめに
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近年，経済，文化，学術，スポーツ等幅広い分野において，国際交流が全国各地で展開されてい
る口そのため，短期間の滞在にとどまらず，一定期間我が国で生活する外国人が増加しているo し
かしながら，そのような外国人の生活の受け入れ側の状況についてみると，とくに地方都市では，
まだまだ外国人の数が少ないこともあって，住みにくく，移動しにくく，遊びにくい“まち"環境と
なっているところが多い。たとえば，宿泊施設の不備，交通機関の不備，遊び情報の不備等，いわ
ば生活に欠くことのできない諸条件においても多くの不備が見受けられる。
また，最近の国際交流の大きな目的は日本の国際化にあるといわれており，地方都市においては
地域活性化のためにも国際化への対応が求められている。その対応のなかでも，国際化時代に適し
た“まち"環境の形成を図ることは不可欠といえる口しかしその“まち"環境の形成のためには，東京
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を通してではなく，地方都市のアイデγティティーの確立をめざした独自の方向性が必要とされて
いる。
そこで，本研究では，都市空間の第一空間(住空間)，第二空間(移動空間)，第三空間(遊びの空
間)にわけて，外国人の生活を考えた“まち"環境形成のための課題を明らかにするとともに，福井
地域に独自な具体的方策を考える口そのため，福井市在住の外国人に対するアγケート調査を行っ
?
?
2 .福井市在住の外国人の意識
2.1 意識調査の概要
く調査の目的〉この調査は，居住空間，移動空間，遊び空間からなる都市環境に対して，福井在
住の外国人が，どのような意識をもっているかを明らかにし国際化時代に適した
“まち"環境形成への具体的施策提言のための基礎資料とするものである D なお，現
在福井県に滞在する外国人は，表-1に示すとおりである。
〈調査方法〉福井に在住している外国人にアンケートを配布し所要の項目について単純，クロ
ス集計，及び数量化1類による分析を行う。
〈調査時期〉昭和62年12月18日~昭和63年 1月11日
〈回収数>53部
表-1 福井県滞在目的別外国人数(昭和62年9月30日)
観光商用留学研修除捜学術文化興行宗教活動技術健供左記の被扶養者婚姻その他合計
オーストラリア 5 2 10 
ブラジル 6 3 12 
カ ナ ダ 2 3 7 
中 国 8 25 3 I 13 3 14 30 26 135 
マレーシア 7 8 
フィリピン 1 107 44 168 
イ ギリ ス 4 7 
アメ カ 8 59 7 2 6 13 98 
そ の 他 8 3 8 I 10 7 14 7 9 4 5 68 
lzコh 3十 31 3 I 56 21 88 6 12 19 1 89 51 513 
t 
2.2 属性から見た福井市在住の外国人の特徴
① 出身国籍
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アメリカ出身が最も多く全体の36.2%次いで(19.1%)，韓国(14.9%)の順に多い。(図-1)地
域別では，英米豪が45.3%，アジアが44.7%，中南米が12.8%となっている。
②性別
男女比は，男性50.9%，女性が49.1%となっている o
③年齢
20代が最も多く，全体の80%を占め，次いで， 30代が18%，10代が2%となっている。
④ 同伴者の有無
単身で来日している人が64.7%いるが家族連れが25.5%である。(図-2) 
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属性問クロス集計について考察し，データとして特異な組み合わせについて述べる。 1年齢別」
VS 1国籍別」についてみると， 26歳未満では，英米豪が47.8%，アジアが30.5%，南米が21.7
%である o 26歳以上では，英米豪が42.9%，アジアが52.4%，南米が4.7%となっている。 1国
籍別JVS 1滞在年数」についてみると，アジアの81%が 11年以上」で，南米は 11年以上」
がし、ない。以下に考察を行う際には，これらのデータのばらつきを考慮する必要がある o
⑥ 目的別
来日の目的としては，英語教師が31.5%，研究技術習得が31.5%，留学が27.4%であり，この
3目的で全体の 9割を占めている。(図-3) 
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⑦ 滞在年数
回答者の54.5%は，在日期間が 1年未満であり 1年半が43.2%を占めている。(図-4) 
③ 他府県滞在経験の有無
福井県以外に住んだことがある人が39.6%であり，愛知県(40.4%)，東京(20.2%)，大阪(15.0%)
が多い。(図-5) 
⑨収入
1ヶ月の収入は， 10万円以上が66.6%を占めている。
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図-5 福井以外に住んだ場所
2.3 福井市に関するイメージ
福井市のイメージについては， I普通」が54.9
%， I良し、」 が43.1%を占め，福井の良さを，暮
らしやすさと人情がある街としている。(図ー 6) 
冬期において， 雪に対するイメージは， I非常に
良い」が25.8%，I良し、」 が22.6%を占め(図ー 7)， 
寒さ以外の不便な点は，交通に関する点である。
それらは，交通の便(30.3%)，歩道(13.6%)，運
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転手のマナー(4.5%)とな っている。福井在住の 図-7 雪に対してのイメ ージ
外国人の声を二， 三紹介すると，イメージ的に福
井をこじんまりとした故郷に似た感じの街としてとらえ，親しみやすく自然環境が美しいとしてい
る。その一方で，閑静な環境をやや寂しい印象とし，多くの洋風建築物の素材が安っぽい感じを与
えていると答えている。その中にあって伝統的な古い日本家屋は好印象を与えている。雪に対する
印象は，めずらしい，美しい等おおむね良好な印象を与えているが，ある人は来福時が冬であった
こともあってか 「灰色の都市(graycity) Jととらえ，灰色gray=貧しさpoorのイメージであると
述べている。
2.4 クロス集計結果
クロス集計は，アンケートの回答結果より，特に興味深し、傾向が見られるものを選択し行った。
選択した属性は，国籍，性別，年齢，滞在年数，他府県滞在の有無の 5指標，これに対する質問事
項は，福井のイメージ，福井市民との交流の頻度，福井市民の交流に対する姿勢，福井市の国際化
への対応，住まいの満足度，自由時間の過し方，過ごし方の情報に関する満足度の1指標である口
以下国籍，性別，他府県滞在経験別の有無の 3つの属性について図化し掲載する口
(1) クラマーのV係数
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クロス集計と同時にクラマーのV係数を算出した。属性聞の相関係数である V係数は表-2に示
すように0"-'1の聞の値を取り，属性間関連の強さを示す。
全体で最も高い値を示す組み合わせは. I国籍JVS I交流機関の評価Jである o 以下属性別に
V係数の高い組み合わせを見ていくと. I性別JVS I日本人の友人数J• I年齢JVS I市民との
交流頻度J， I滞在年数JVS I国際化への対応」となる。これらの組み合せでは，各々の属性によっ
て一定の相関傾向が表われている口
表-2 クラマーのV係数(クロス集計)
福井の 市民主流 国際感覚 国際感覚 住まい 交通機関 日本人の 友人数 自由時間 余暇の 交流の
質 問 イメージ の頻度 交流 対応 の評価 の評価 友人数 の満足度 過ごし方 情報 場所
国 錨 0.26630 0.24169 0.27053 0.18341 0.25033 川0.42173 0.09478 0.23784 0.11769 岡0.31173 0.27378 
性 別 0.21449 0.09935 0.11556 0.10269 0.19245 0.26556 ~ 0.35434 0.19622 0.07867 0.11061 0.26331 
年 齢 1-0.33876 1-0.39747 0.25735 0.09999 0.22535 0.22427 0.08893 0.22093 ~ 0.37744 0.26326 0.18743 
滞在年数 1-0.33152 0.18875 0.21504 0.28534 0.16189 0.16329 0.10234 0.06951 0.02645 院 0.31533 0.29926 
滞在経験 0.13285 0.17030 0.16946 陣 0.34646 0.00754 0.08525 0.06781 0.21901 0.27495 0.05969 0.16667 
」一一 一
(2) 国籍別(図-8) 
アンケートの回収状況，各国の地理的関係，文化圏，使用言語等を考慮し国籍を 3種類の国籍
群に再分類した。イギリス，アメリカ合衆国，オーストラリアを「英米豪」とし，中国，韓国，マ
レーシア，フィリピンを「アジアJ.プラジル， ドミ二カ，アルゼンチンを「南米」とした。票数
は. I英米豪J20票. IアジアJ21票. I南米J6票である。
集計結果を見ていくと，公共交通機関の評価は，英米豪，南米のほぼ半数の人が「良し、」と答え
たのに対し，アジアで「良い」と答えたのは約10%と興味深い結果が得られた。全体的にシステム
は良好であるが. Facilityの不備が目立つとの声が多かった口福井市民との交流では，英米豪，ア
ジアの半数が「頻繁に交流している」と答えたのに対して，南米では約25%と大きな差が見られる。
住宅に対する満足度は，それほど顕著な傾向はみられないものの，公共交通機関の評価に類似した
傾向を示す。また， 日本人の友人数に対する満足度は，英米豪の約半数が「満足」と答えているの
に対して，アジア・南米の人は20%弱と少ない。
(3) 性別(図-9) 
回収状況は. I男性J27票. I女性J26票でありほぼ半数に分かれ良好である。
福井に対するイメージは，男性は半数が，女性は約35%が「大良い」または「良L、」と答えてお
り，男性の方が良いイメージを持つ人が多いことが判るD 住宅に対する満足度では，女性の約60%
が満足しているのに対し，男性は約40%の人が「満足」としている。公共交通機関の評価は，逆に
男性のほぼ半数が「良い」としているのに対して，女性は約25%程度となっている。日常生活に直
接関係するこの 2項目で，男女の評価に大きな違いが表われていることが判る口また， 日本人の友
人数は.10人以上の友人を持っている人の数に男女差が大きい。
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(4) 年齢別
年齢別では，社会的な経験と票数を考慮し， 26歳未満と26歳以上の2分類とした。票数は 126歳
未満」が26票， 126歳以上」が26票であるo
福井に対するイメージは， 26歳未満では「大変良い」または「良い」と答えた人は約55%である
のに対し 26歳以上では約35%であり年齢の高い人が悪い印象を持っていることが判る。福井市民
との交流は， 26歳未満では「交流しなし、」人がいないのに対して， 26歳以上では約25%の人が交流
していなL、。自由時間の過ごし方は， 26歳未満は「個人的」に過ごす人が多く，逆に26載以上は集
団で過ごす人が多い等，交流や余暇時間の過ごし方が年齢の違いによって傾向が異なることが判る D
また，各種評価は全体的に若干層が良い評価を下している o
(5) 滞在年数別
滞在年数は， 1 1年未満Jと 11年以上」の2つに分類した。票数は， 11年未満」が24票，
11年以上」が29票である白
福井に対するイメージは 1大変良い」または「良い」と答えた人は l年未満で約50%，1年以
上で約35%であり滞在期間が長くなるにつれて，イメージが悪くなることが判る。自由時間を過ご
す空間に対する評価は，過ごし方の情報，交流の場ともに 1年以上滞在している人が低く，滞在期
間が長期化するにつれて不使性が顕在化するといえる。また，滞在 1年未満の人に福井の国際化が
進んでいないと考える人が多い。
(6) 他府県滞在経験の有無(図ー10)
他府県滞在経験の有無により 2分類した白票数は他府県滞在経験「有」が21票， 1無Jが32票
である。
福井のイメージ，住宅に関する満足度，公共交通機関の評価においては，他府県滞在経験「有」
「無」の差はほとんど見られない。福井市の国際化については，滞在経験「無」で国際化「してい
る」と答えた人はいなかった口また，自由時間を過ごす交流の場は，滞在経験「有」約40%，
「無」約55%の人が「少ない」と感じているo
3 .第一空間(住空間)の課題と必要な施策
3.1 住居の実態(図一11)
居住している住宅の種類は，賃貸アパートが半数を占め，以下一戸建住宅(18.9%)間借り(11.3
%)の順で多い。その一方で，留学生専用宿舎，大学・会社の寮，ホームステイの比率が極めて低
く，いわば福井では民間の一般賃貸住宅が外国人の住宅の主流になっている白また 1ヶ月の家賃
についてみると 1万円未満から4万円を超える人まで幅広く分布しているが，もっとも多いのは3
.，4万円の価格帯(35.9%)であり，ついで1.，2万円(25.6%)，4万円以上(20.5%)となっている口
3.2 住宅の入手状況(図一12)
住宅の入手方法についてみると. 1学校・研究室の教官の世話」が43.1%と圧倒的に多くなって
おり，以下「会社の世話J(11.8%)， 1日本人の知人の世話J(9.8%)， 1不動産業者を介して」
(9.8%)の順であり，個人的に見つけているケースは少ないといえる口また，入手にあたっては，
大部分の人が何らかの世話により見つけていることもあり 1容易に入手」が65.8%と過半数を占
め 1非常に時間がかかったJ(15.8%)を大きく上回っている白
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図-11 住宅の実態
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図-12 住宅の入手状況
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3.3 住環境に対する評価(図ー13)
住環境に対しては，総合的にみて 「満足」が51.9%で 「不満」の9.6%を大幅に上回っており，
かな り高く評価されている。 しかし 7つの評価要因についてみると， I日当たりJ， I騒音J， 
「住宅の広き」といった評価要因において， I不満」が25.0%前後を占め， I間取りJ， I家賃J， 
「設備J， I便利さ」とい った評価要因と比べて不満度が高いD しかし，これら 7つの評価要因が
住環境の総合評価に及ぼす影響について数量化理論I類により分析した結果をみると，表-3に示
すようにレンジは 「間取りJ(0.9438)， I住宅の広さJ(0.8785)， I家賃J(0.8394)， I設備J(0.8392) 
の順で高くな っており，この 4要因が 7つの要因の中でも住環境の総合評価に対して大きな影響を
住環境の総合評価
題 点足
図普通
圃 不満
a詔思議醤童謡13.4lO":''¥ 
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口言葉の笹
川 圏 沼崎
暮らしの上で不便な点 霞 その他
図-13 住環境に対する評価
203 
及ぼしていることが分かる。
また，暮らしの上での不便な点については I家の設備」との回答が最も多く (28.0%)，次いで
「家が狭いJ(13.4%)， r隣人関係J(8.5%)， I室内の日照J(7.3%)の順となっている。近年首
都圏等で大きな問題となっている家賃については， I家賃が高くて不便」とする人は6.1%にすぎ
ず，満足度では 「満足」が45.8%と 「不満」の10.4%を大きく上回っており，これらをみるかぎり
福井において家賃の問題は小さいといえる。
表-3 住空間の評価に対する要因分析
(相関比0.60)
要 因 カ テ ゴリー カテゴリー 数 レンジ(順位)
1 .満足 26 0.8785 
住宅の広さ 2.普通 9 
3.不満 10 ( 2) 
1 .満足 20 0.9438 
間取 2.普通 18 
3.不満 7 ( 1) 
1 .満足 21 0.8394 
家 賃
2.普通、不満 24 ( 3) 
1 .満足 16 0.8392 
設 備
2.普通、不満 29 ( 4) 
1 .満足 18 0.4025 
日 当 り 2.普通 15 
3.不満 12 ( 7) 
1 .満足 20 0.5614 
騒 音 2.普通 16 
3.不満 9 ( 6) I 
1 .満足 29 0.5699 
発車時刻
2.普通、不満 16 ( 4) 
3.4 住宅に関する要望(図ー14)
福井にもっとほしい外国人住宅に関する施設，サービスとしては， I賃貸アパート」 に対する要
望が34.8%と最も多く，次いで 「英文による住宅情報J(23.9%)， r外国人専用住宅J(21.7%)と
4.3% 
圏賃貸アパ トー
D 一戸建住宅
国外国人専用住宅
圏 ホー ムステイ
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必要な施設 ・サービス
?
、
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?? ??
?
?
??
?
?
?
?
?
図-14 住宅に関する要望
外国人住宅の立地形態
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いった要望が多い。また，外国人の住宅立地については I福井市民と混住するアパート・一戸建
住宅」を希望する人が64.2%を占め I外国人専用のアパート・一戸建住宅プロック」よりもはる
かに多くなっており，外国人との討論会でも，全員が日本人と共同で生活することを望んでいる o
3.5 住空間に必要な施策
国際化時代を迎えて，増加しつつある外国人の居住に対応し国際化時代に適した“まち"環境の
形成を図る上で，その基盤として，外国人のための良好な住空間を確保することは不可欠といえる口
前節までの結果より，福井市における住空間が現在かかえている課題について集約すると，外国人
が居住できる賃貸アパート，外国人専用住宅の不足に代表されるいわば施設面に係わる課題と，住
宅に関する情報の不足に代表されるような住空間に関連するサーピス面における課題とに大別され
る。
そのため，これらの諸課題に十分考慮し，福井市における外国人の快適な生活に向けて，住空間
の質的向上を図るために必要な施策を以下に示すo
① 外国人が快適に居住できる賃貸アパート，専用住宅の整備
日本人との交流のため混在あるいは共同生活を希望する人が多いことから，そのような居住形態
を考慮した住空間づくりとともに，快適な生活のため風呂， トイレ等の設備面についても配意した
施設整備を進める。
② 外国人に分かりやすい住居に関する情報の提供
英文による住宅情報の発信，ハウジングさらには生活全般にわたる相談窓口(カウ γセラー)の開
設，テレフォン・ネットワーク等福井独自のサービス体制を確立する。
③ 日本の住空間を介して風土的理解を啓蒙
木造和式住宅を外国人住宅として用意し，日本の住宅様式に対して親しんで貰うとともに，伝統
的文化・伝統工芸の中に日本の住空間の基礎となる「木の文化」を取り込んだ情報・学習機会を提
供し日本の風土に対する理解を深めて貰う。
4 .第二空間(移動空間)の課題と必要な施策
4.1 福井市の交通体系
福井市都市部の交通網は道路，京福鉄道，福井鉄道，パス交通網である口
福井市では，特に自動車交通への依存が高く，昭和55年国勢調査によれば通勤，通学手段に占め
る自動車交通分担率は38.8%に達している D 都市部の交通に関しては， このような高い自動車の分
担率，駐車場の不足，低水準の歩行空間，接続制の悪い公共交通，雪に弱い交通体系等の多くの問
題を有している口
4.2 通勤，通学手段とその評価(図一15) 
通勤，通学手段は自動車が49.1%で以下，パス(17.0%)，徒歩(15.1%)であり所要時間も短く，
多くが職住近接の環境にある口しかし通勤・通学以外で使用する交通手段は自転車(47.2%)，電
車(15.1%)，パス(13.2%)と公共交通機関に対する比率が高まるo また，公共交通機関に対しては
「良L、J(39.2%)， I普通J(52.9%)で比較的良好であるロ特に男性と26歳未満の評価が良い口
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図-15 通勤，通学手段に対する評価
4.3 道路に対する評価(図ー16)
道路の歩きやすきについては， r歩きにくいJr普通」で60%に達している。また，自転車，バ
イク，自動車を利用する場合の道路の走りやすきについても84.9%が， r走りにくいJr普通」で
あり，道路空間に関する評価はあまりよいとはいえない。
道路の歩きやすさ
国歩きやすい
図普通
圃歩きにくい
道路の走りやすさ
図-16 道路に対する評価
4.4 公共交通機関の評価に関する要因分析(図ー17)
園走りやすい
図普通
園走りにくい
通勤，通学以外の主要な交通手段である公共交通機関については， r良し、」と評価する率が38%
にすぎなし、。外国人の自動車保有率は低いため，公共交通の利便性の低い地方都市福井は当然その
評価は低くなる。数量化理論I類による分析によれば，表-4に示すように各評価要因が公共交通
公共交通機関の評価
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図-17 公共交通機関の評価に関する要因分析
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機関の総合評価に及ぼす影響が明らかとなった。レンジの高い順に「駅での待ち時間J(1.0283)， 
「案内表示J(0.8819)， I駅の施設J(0.8713)となっている D これらの要因が公共輸送の評価に及ぼ
す影響が大きいわけであるが，特にフリーアγサーでも指摘されているが，英文による時刻表やネッ
トワークの表示等の情報提供に関する要望がある。
表-4 公共交通機関の評価に対する要因分析
(相関比0.40)
要 因 カテゴリー カテゴリー 数 レンジ(順位)
走行速度
1 .速い 9 0.0589 
2.普通、遅い 38 (13) 
1 .良い 8 0.1647 
乗り心地 2.普通 33 
3.悪い 6 (11) 
雑
1 .空いている 16 0.6284 
混
2 .普通、混んでいる ( 5) 31 
1 .少ない 6 0.2946 
停車回数 2.普通 33 
3.多い 8 (10) 
1 .短い 10 1. 0283 
待ち時間 2.普通 25 
3.長い 12 ( 1)
1 .正確 31 0.6311 
発車時刻
2.普通、不正確 ( 4) 16 
1 .良い 1 0.8713 
駅の施設 2.普通 26 
3.悪い 10 ( 3) 
1 .近い 1 0.3300 
駅までの距離 2 .普通 29 
3 .遠い 7 ( 8) 
1 .安い、普通 15 0.0803 
運 賃
2.高い (12) 32 
1 .少ない 16 0.3135 
本 数 2.普通 24 
3 .多い 7 ( 9) 
1 .便利 1 0.4793 
乗り換え 2 .普通 27 
3.不便 9 ( 6) 
1 .簡単 25 0.4536 
運賃の支払
2.普通、難しい 22 ( 7) 
1 .見やすい 8 0.8819 
案内表示 2 .普通 23 
3.見にくい 16 ( 2) 
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4.5 移動空間に必要な施策
慣れない地域においても自由に行動できることが，交流のひとつの基礎的な条件である。福井市
における公共交通機関が不備なため， 63.4%の外国人は，通勤・通学先へは10分以内のところに住
み，通勤，通学手段は64.2%が徒歩か自転車である。自由な時間を過ごす場所も自分の住宅，家の
近所が65.2%を占めている。これらの点を考慮すると，学校 ・職場・交流の場等相互に連絡する第
二空間(移動空間)の整備，充実が外国人にとって住みやすい“まち"環境として望まれている 1つの
条件であると考えられる。
最近では地方都市でも公共輸送システムの質的向上として新都市パスシステムの導入，共通乗車
券の発行等多くの試みがなされるようになってきた。しかし今後は増え続ける外国人にとっても
移動しやすい空間としていくためには，これらの諸施策を外国人にとって，わかりやすいシステム
として完成させていく必要が痛感されるo福井市における外国人に対して必要な移動空間の質的向
上のために必要な施策をあげると次のごとくである。
① 移動に関する基礎情報の作成と提供
常時必要な情報として，英文による市内地図，パス，電車の時刻表と系統図，パス，電車の利用
方法の紹介，除排雪道路の明示，駐車場マ ップが必要である。
② 移動中の情報の提供
道路名表示，案内表示の英文化，パスロケーションシステムにおける英文情報の出力，車内案内
の英語放送，パス停，電車駅名の英文表示，等が必要である。
5 .第三空間(遊び空間)の課題と必要な施策
5. 1 福井市の第三空間の現状と評価(図-18)
在福の外国人にとって，一般市民との交流をはかるうえで，最も重要な機会となりうるのが， こ
の第三空間である口
福井市は，地方都市ではあるが，県都ということもあって，ある程度の文化的施設，娯楽 ・社交
施設等がある。 しかし福井市民との交流の場が少ないと感じている外国人は48.0%にのぼり，
国充分である 園充分である
臼普通 図普通
国少なすぎる 圃少なすぎる
外国人・福井市民 日本の伝統文化を
との交流の場 習う場
2.~ 
国充分である 国充分である
臼普通 図普通
国少なすぎる 圃少なすぎる
スポーツ施設 文化施設
図-18 福井市の遊び空間の現状と評価
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表-5 遊び空間の評価に対する要因分析
(相関比0.60)
要 因 カテゴリー カテゴリー 数 レンジ(順位)1 
1 .充分、普通 23 0.8816 
( 2) I 
伝統文化の習い場
3.少ない 20 
1 .充分、普通 28 0.2765 
文化催し
3.少ない 15 ( 5) I 
1 .充分、普通 31 0.2619 
文化施設
3.少ない 12 ( 6) 
1 .充分 7 0.6543 
スポーツ施設 2.普通 21 
3.少ない 15 
1 .充分 21 0.3299 
娯楽施設 2.普通 14 
3.少ない 8 ( 4) 
1 .充分 16 0.0802 
社交施設 2.普通 17 
3.少ない 10 ( 7) 
1 .充分、普通 22 1. 0001 
過ごし方れいての情報
2.少ない 21 ( 1) 
自由な時間を過ごすうえでの施設面についても「日本の伝統文化を習う場」が48%，Iスポーツ施
設J36.7%， I文化施設J26.5%がそれぞれ「少なすぎる」と感じているという結果となっている。
この大きな理由の 1つには，各施設がゾーンを形成しておらずに市内に点在しているため，在福ま
もない外国人にとっては，どこにあるかわからず利用できないといった問題点もあると考えられる。
(前節の必要な施策:参照)
また，数量化理論I類を使って，福井市の第三空間に関する 8項目にわたる評価要因が福井市民
との交流の場づくりにどのような影響を及ぼすかを分析すると表5に示すように「過ごし方につい
ての情報」が不足しているというレγジが最も高く(1.0001)，既存の施設(ハード)をどう紹介し
随時そこで開催される催事等の情報をどう提供していくかが課題となっている。
5.2 遊び空間に必要な施策
現在，福井においてはIiEnglishMagazine~ という外国人向け機関紙が発刊されているもの
の，ボランティア的活動に支えられているため，郵送部数の制限，不定期な発刊にならざるを得な
い，といった財政的な問題に加え，一般的な文化・催事情報等も入手ルートが限定されるといった
数多くの問題点がある。
また，英語によるパソコン通信ネットワークが構築されており，一般市民との情報交流の場となっ
ているが，パソコンというツールとその知識が必要なため，すべての外国人に情報を発信すること
は難し¥，、。
従って，まず，第三空間に関する情報をいかに的確に提供し一般市民との交流の機会をいかに
促進するかが 1つの課題となる。また，先の調査にあるように，日本及び福井の文化伝統をより理
解してもらうための「場Jの設定も必要であろう O これは，例えば， 日本人の住空間への風土的理
2ω 
解を知らしめることで，外国人が不十分と考える日本やその地域特有の住環境への理解を得ること
も可能となろう o つまり，地域に住む人達が，どのような文化伝統にはぐくまれてきたのかを知る
ことは，より一層の交流をはかるうえで重要なことなのである。
これらに基づき，必要な施策をあげると以下の通りである。
① 遊び空間情報を提供するセ γターの設置
第三空間に関する情報を機関紙の発行をはじめ，各種ガイドプックの提供，電話でのサーピス，
パソコン通信ネットワークの拡充，英語を基本とするが日本語での記載も付記ロ
② 日本及び地域の文化，伝統についての講演会の開催
外国人向けとするが，一般市民にも広く開放する口
③ 外国人観光客に対して圏域情報の作成と提供
訪福外国人に対して旅行，移動の案内のできるインフォメーショ γ・センターの設置，外国人向
けトラベルフォンの開設，福井ミニガイドの作成，英文観光案内板の設置。
6 .おわりに
本研究では，都市空間を 3種類の空聞に分けて，外国人の生活を考えた環境形成のための課題を
明らかにするとともに，必要な施策について検討を加えた。得られた結論について要約すると次の
とおりであるロ
第一空間(住空間)については，住宅に関する情報の不足，住宅そのものの不足があるが，外国人
は，外国人専用の宿泊施設は望まず，むしろ， 日本人との混住を望んでいるo住空間形成のために
は，外国人宿泊施設の整備， 日本式住空間への理解，居住情報の提供システムの確立が強く望まれ
る口
第二空間(移動空間)については，移動に関する基礎情報として，英文併記による市内地図，パス，
電車の時刻表との系統図，駐車場マップの作成，移動中の情報として道路表示の英文併記，パスロ
ケーション・システムにおける英文情報の出力，車内案内の英語放送等が必要と考えられるo
第三空間(遊び空間)については，外国人の参加しやすいイベントとして，福井地域の国土，歴史，
講座の開設が必要である。また，外国人観光客に対する，福井地域の圏域情報の作成と提供として，
訪福外国人に対して，旅行，移動の案内のできるインフォメーショ γセンターの設置，英文併記の
観光案内板の設置が望まれる白
上記諸施策の実現のために日本の福井の国土，歴史を理解できる濃やかな親切を前面に出した独
自性ある国際センターの設立が望まれるo そのためには，支援グループの組織化，外国人との交流
機会の拡大等事前の取り組みが早急に望まれる。
なお，本研究は財団法人地域環境研究所における， NIRA助成研究におけるワーキ γグ・グルー
プとして参加したものであり，そのアンケート調査についての分析結果である D ワーキング・メン
バーの中邑俊子(エイ・エフ・エス日本協会福井支部長)，村松俊明(財団法人地域環境研究所事務
局長)両氏に感謝する次第である。
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